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　――採用活動を担当し
て、薬学生の強み、ＣＲ
Ｏに対する学生・大学の
反応は。
　水田　新卒採用に関し
ては、理系であれば学部
・学科は問わないのが弊
社の方針ですが、全体の
約半数の学生が薬学部の
出身者です。入社後の様
子を見ていると、薬学部
出身者の新卒社員はＣＲ
Ｏで働くイメージをより
明確に持っていて、薬学
６年間で学んだ土台があ
り、業務で必要な基礎知
識がしっかりしていると
いう印象です。ＣＲＯの
業務にもスムーズに入れ

ておりますし、すぐに活躍できる。こ
れはアドバンデージですね。
　大圃（おおはた）　弊社は起業して
８年で新卒採用を開始してまだ３年と
日は浅いです。業界として20年が経
過し、ＣＲＯに興味を持つ学生さんが
増えて、認知していただいている実感
はあります。ただ、ＣＲＯをどこまで
知っていただいているかについては、
各大学でややバラツキがあるように感
じます。
　井上　薬学部の先生方、大学就職課、
学生さんと話をすると、多くがＣＲＯ
といえば「モニター」や「ＣＲＡ」と
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　医薬品開発受託機関（ＣＲＯ）は、先輩が働
いていたり、大学によっては治験に関連した講
座があったりするなど、薬学生の皆さんには聞
き覚えのある業種になっているかもしれない。
仕事内容といえば、治験がルールに従って実施、
記録および報告されていることを保証する「モ
ニター」のイメージが強いが、製薬企業から医
薬品開発全体を受託するようになり、近年では
業務の多様化が目立つ。薬学生の主な就職先の
一つになっているＣＲＯに関して、日本ＣＲＯ
協会に加盟する人事担当者から「職種の広がり」
や「求める人材」などを語ってもらった。

業務の幅広がる医薬品開発
いう言葉が返ってきます。もちろんＣ
ＲＡに従事する方が多いのは事実です
が、実際には、モニター以外にも、症
例データを倫理的、科学的に処理する
データマネジメント（ＤＭ）や統計解
析、承認申請に必要な書類・論文など
を作成するメディカルライティング
等、いろいろな仕事があり、業務の幅
も広がっています。業界の成長と同じ
く、業務も幅広く、多様化しているこ
とを説明しています。
　――入社後の配属先、その後のキャ
リアパスは。
　水田　弊社の場合、新卒社員の配属
はほぼモニター職のみとなっています
が、社員の適性や希望に応じてその後
のキャリアパスを提示しています。例
えば、モニターからマネージャーへと
昇進する場合もあれば、内勤モニター
のようなポジションやＤＭなどの別の
キャリアに進むことも可能です。入社
後にどうキャリア形成ができるかを就
職活動時に真剣に考える学生も増えて
いますので、キャリアパスに関する説
明は興味を持って聞いていただいてい
る印象です。モニターをご経験いただ
くことは、臨床開発の全体像を把握し
ていただくのにも非常に有効だと思い
ますし、様々なキャリアで生かせる経
験になると考えています。
　井上　現在、弊社は、職種別に採用
を行っていますが、ジョブローテーシ
ョンも徐々に行っており、各職種とも
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総合職としての考え方で採用していま
す。
　大圃　モニターをメインに採用して
いますが、ＤＭや品質管理、メディカ
ルライティングといったキャリアパス
があるとアナウンスしています。今年
４月に入社した新卒社員の事例では、
統計解析部門に入ったケースもありま
す。本人との話し合いの中で、会社と
しても統計解析に適性があると判断し
ました。現場で活躍しています。
　井上　大学で臨床開発に関する講座
を履修し、モニター以外の仕事もして
みたいという学生も増えています。モ
ニターからキャリアを出発するという
道もあれば、最初から自分がやりたい
ことを突き詰めて、例えば統計解析や
ＤＭといった専門性で勝負していく選
択肢も用意されているといえます。こ
れもＣＲＯの業務が広がっている証拠
です。
　大圃　後輩を指導するという経験も
大きいです。今年で３年目となる第１
期の新卒社員は業務を一通り経験し、
人によっては役職もついている社員も

います。責任を感じながらも刺激を受
けることでモチベーションになって、
良い方向に進んでいます。
　水田　ＣＲＯで働きたくて入社した
新卒社員が、業務で壁にぶつかりなが
らも、それを頑張って乗り越えていく
のを見るたびに、着実に成長している
なと嬉しくなります。

日本CRO協会
就 職 座 談 会

　　　　　　　　　　　　　　　　↗

「チームプレー」「連帯感」が魅力
　――ＣＲＯのやりがいは。
　井上　薬学生の就職先は、メーカー
研究職やＭＲ、病院薬剤師や調剤薬剤
師と様々な選択肢がある中で、医薬品
開発職、ＣＲＯのやりがいを一言で言

えば、“チームプレー”という連帯感を
得られる業界だと思います。
　医薬品は長い年月をかけて開発が行
われ、臨床試験データをもとに承認申
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